
３ 屏風返し工（１/８）

（１）角材３個を堤防天端に

並べる。竹（２.１ｍ）を横に

４５ｃｍ間隔で８本並べる。

竹の先（細い方）と根側（太

い方）を交互に並べること。

次に、竹（４.２ｍ）を縦に

３０ｃｍ間隔で７本並べる。

-１-

（２）竹（２.１ｍ）と竹（４.

２ｍ）を１.６ｍに切った藁縄

を用いて、カミククシ結び

（カマサゲ）→ イボ結び（シ

オリ）の順で固定する。
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３



３ 屏風返し工（２/８）

-２-

（３）結束した竹の上に、葦

を乗せる。

４

５

６

7

藁縄を強く絞ってイボ結び

（シオリ）完成。

穂先を金筒
に向ける

（４）（１）の要領で、竹

（２.１ｍ）を横に４５ｃｍ

間隔で８本並べる。竹の先

（細い方）と根側（太い方）

を交互に並べること。

足補



３ 屏風返し工（３/８）

-３-

（５）別の藁縄を用いて、背

面の、（１）で横に並べた竹

（２.１ｍ）を巻き込んで、

カミククシ結び（カマサゲ）

で５６箇所固定する。さらに、

イボ結び（シオリ）を行い、

竹を固定する。

余分な藁縄は切る。



３ 屏風返し工（４/８）

-４-

（６）重し土のうを６個を、

藁縄を用いて、イボ結び（シ

オリ）で竹に取り付ける。

（７）居住地側に留杭（０.９

ｍ）を打ち込む。路肩を保護

するために、川側と居住地側

に枕土のうを１個ずつ、設置

する。

（８）屏風を金筒に差し込む。

屏風が倒れないよう、ひっか

け棒で支えながら、７本の竹

の口元を１本ずつ、掛矢で潰

していく。

川側に掛矢をあて、天端側

から掛矢で潰すことに注意。



３ 屏風返し工（５/８）

-５-

（１０）土のうはクレモナ

ロープ（あおり止め用・１２

ｍ）を１本用いて、あおり止

め用土のうを計２袋作成する。

（９）組み立てた竹（屏風）

を川側に折り返す。

クレモナロープ（命綱等・

１０ｍ）２本を用いて、ゆっ

くり折り返す。

クレモナロー
プ（命綱等・
１０ｍ）を屏
風にひっかけ
て、ゆっくり
折り返す。



３ 屏風返し工（６/８）

-６-

（１１）（１０）で作成した

あおり止め用土のうを（８）

で打ち込んだ留杭に、複数回

巻きつけてからフナ結びまた

はもやい結びで固定する。



３ 屏風返し工（７/８）

-７-

（１２）青ビブス着用の上、

クレモナロープ（命綱等・１

０ｍ）１本を身体に、もやい

結びで巻き付け、上流側にあ

おり止め用の土のう２個を設

置する。

フナ結びまたは
もやい結び

※写真はフナ結び



３ 屏風返し工（８/８）

-８-



（参考資料） 資材・器材一覧

３ 屏風返し工

資材（１組あたり）

土のう
（線無し）

竹
（φ４０ｍｍ～５０ｍｍ、

２.１ｍ）

竹
（φ４０ｍｍ～５０ｍｍ、

４.２ｍ）

葦 藁縄

１０袋 １６本 ７本 ３束 ３玉

留杭
（０.９ｍ）

クレモナロープ
（命綱等・１０ｍ）

クレモナロープ
（あおり止め用・１２ｍ）

青ビブス

１本 ２本 ２本 １着

器材

角材 金筒 ひっかけ棒 掛矢 鎌

３個 ７個 ２個 ２個 ２個

-９₋


